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●正しくこの機器をお使いいただくために
ご使用前に必ずよくお読みください｡

●この取扱説明宙は必要な時にす<pに見ることが

できるように大切に保管してください｡



チルホールTU-1 6をご使用になる前に

●チルホールTU-1 6をご使用になる前に

●安全上のご注意

●チルホールTUl16パッケージ内容

●チルホールTUl1 6仕様

●使用方法と使用する上での注意事項

●注意事項

●ワイヤロープの取扱方法

●使用後および保管の注意事項

●保守点検について

この度は､テルホール(TIRFOR)TU-1 6タイプをご購入いただきまして､誠にありがとうございます｡

厚く御礼申し上げます｡

ご購入いただきましたチ)L'ホールは､手動式ウインチとして､小型軽塁(当社比)設計でありながら､

強力な牽引力(最大能力1,600kg)を発揮するため､吊り上げ･横引き･引き上げなどの種々の用途に

ご使用いただけます｡

当製品の安全対矧こは十分気を付けておりますが､お客様がより安全に､また製品をフルにご活用

いただくためにも､このテルホールTU-1 6取扱説明書を熟読され､最大能力や注意事項を守り､正しく

ご使用ください｡

安全上のご注意

本雷では製Ell=Elを安全にご使用いただくために､注意事項などの前には､以下のマークを表示区分いた

しております｡これらの記載事項は必ずお守りください｡

危険　使用方法を摂った場合.死亡または重傷を受ける危険性があります｡

注意　使用方法を誤った場合､人体への傷害､物的損害を受ける危険性があります.

但し､注意表示であっても､ご使用方法によっては､危険と同様の結果が発生する恐れがありま

すので､いずれについても必ずお守りください｡

●取扱説明雷にない使用方法(特殊条件･環境条件等)でご使用になる場合につきましては､

使用開始前に､当社･サービスステーション･指定サービス=場にこ相談くださいo

●チJL'ホール本体などの異常,またはお気付きの点がござい託したら､お気軽にこ相談ください.
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また輸送中の事故などで製品に変形や損傷がないかを必ず確訊

してくだ乱1.万-･付属品の不足や不良力囁りまLJたら･お手数ですが当社までご連絡くだ乱lo

ご注文された内容と一致しているか､

lパイプハンドル(付属品) (関連P･8･9)

lTlRMlクリ-ス(付属品) (関連Pl0F12113)

当グリースは､防錆･浸透性･潤滑性に優れ､広温度範囲での連続使用ができます｡

その上スプレータイプですので､均一な薄膜塗布や､狭い部所への塗布も可能ですo

また高温時でも､流れないという特性をもっていますo

チルホールご使用前後の点検や保守の注油の際に使用してください｡また使用の際は･

必ず当取扱説明雷のP.1 2 〈注油方法さを熟読されるとともに･TIR Mlグリース缶変面

の注意弓昭もお守りいただきますようお願いいたしますo

[チルJ11-ルTU-16専用ワイヤロープ標準20m x 1本(別売品)
(関連P4,5.6.7,9. 10,ll.13. 14)

パッケージにはワイヤロープは含まれておりません｡

チルホールには専用ワイヤロープ(別売品)をお使いください○

ワイヤロープにつきましては､ P.1 1を参照の上､その注意事項をお守りください｡

ワイヤロープを取扱われる場合(=は手袋を着用してください｡

チルホールTU･1 6仕様

[外形寸法囲

名称 �6�8ｸ7ｨ�ｸ8ｲ�ｸﾄd�"��

型式 髭Rﾓ�b�

最大能力磁1 ��緜��ｶr�

自堕 ���r�

揚程 �8�488I�ﾘ耳7h齷�ﾈ,ﾉ+x+2�

寸法 塔CH��3c����C6ﾖﾒ�

使用ワイヤロープ径 �(i?｢縋ﾖﾒ��ｩw�8�488H8ﾘ�ｸ7b��

レJ(-1往役で動くワイヤロープの長さ 都�ﾖﾒ�

ハンドルの長さ 度8ﾓ��問汀���S嫡ﾖ�ｖﾖﾒ�

テコ比粍2 鼎�｣��

ワイヤロープ破断強度 涛B��ｴ��

安全ピン耐力 冩�2�#��ｶr�

※l　最大能力とは､ワイヤロープに

かかる張力を意味しa=す.

米2　テコ比40: 1とは､パイプハン

ドル取手部の操作力が､張力の

1/40で操作ができることを意

味しますo

当製品は､最大能力l.600kgより大きな荷重をかけての使用はしないでくださいo

また最大能力に臥振動などによる偏荷重も考慮に入れてください｡

最大能力の2倍以上の張力がテルホールTU･1 6本体に作用した場合には･安全ピンの耐力を上回り

安全ピンが切断することにより､本機の安全装置力傾きます｡これにより･牽引操作が不能になると

ともにお客様に作業が危険であることを警告しますo

ヮィヤロープに94.1 kN以上の荷重がかかりますと､破断強度を超える力となり･

ワイヤロープが破断することがあります｡



チルホールTU･16が届き苦したら､ケースの表示･保証雷および銘板が､ご注文された

内容と一致しているか､また輸送中の事故などで製品に変形や損傷がないかを必ず

確認してください

チルホールTU･16を取扱う場合は､より安全のために手袋を着用してください｡

崩1警讐･fyL㌫㌫誌EIp6芸7=妄語冨認諾宗吾筑豊諾宝;; :芸冨苦言
が惜単(=解放され台付ltできるよ引こなりますC

セフティキャッチ

セフティキャッチ内剛のレバーを　　　　セフティキャッチを解放｡

矢印の方向に押す｡

ワイヤロープ　　アンカーフック

固定側のワイヤロープを
アンカーフックに掛ける｡

台付けをする場合は､最大能力の2倍以上の耐力が必要です｡

宗た､途中で滑車を使用する場合には､ D/d ≧ 20の式に従って用いてください｡

(Dは滑車のピッチ円直径､ dはワイヤロープの外径を示してい苦す.)

ワイヤE=-ブを機体内に退すには､　　　　解放レJト

㊨を矢印の方向に押し込みながら､

㊨を軽く引書上げ. ㊨から事を放してください｡

(④は押し込まれた状態で止まります｡)

その状懐のままで. @をカチッと昔がするまで

引き上lSてくださいo (④がとび出します.)

㊥が直立状態で止まると挿入できます｡

(④は解放レバーセフティロックを､ ㊥は解放レバーを表示しています｡)

解放レJ(-を解放したままでの操作中断･保管はしないでください｡

解放レバーのスプリングが弱くなり.故障の原因になります｡

:･,･,tl3･
列レホールTU11 6専用のワイヤE=-プ先屈を､下の写寛の要領にて

E)-プガイド側より入れてください｡

:鷲:,-　L:. I:,

三二重垂
ワイヤt=-プの取扱い方法は. I.7､ I.1 1を参照の上､よくごZE解いtEだいてからご使用ください.



必ず､ワイヤE=-プ挿入前にキンク･蕪棒切れなどがないかを確許してください｡

もし､ワイヤロープに異常がある場合には､そのまま使用されますと危険である上に､

チルホールの故障の原因となりますので､必ずTU-1 6専用ワイヤロープを新しいものと

交換してください｡

AワイヤE3-プの挿入部(先院部より約300mm長さ)が琵つ直ぐであることを確配

してください. (巨視) ※反りや曲がり癖がある場合には事で修正してください｡

a E3-プガイドよりワイヤE=-プを臣つ匡<+に挿入してくださいo

ワイヤロープ先端が当たって挿入できなかったり､挿入が重い(強く押し込まないと

入らない状態)場合は絶対に無理やり挿入せず､ワイヤに-プの先端を上下･左右に

少し移動させ､何度か差し戻しながら軽く入れられるところを探してください｡

Cヮィヤロ-プ先端がアンカーフックから出るまで註つ匡ぐに挿入してくださいo
IX･通常は手で軽く押し込む程度で挿入でき苦すが､途中でワイヤロープが当たって

挿入できなかったり､挿入が重い(強く押し込まないと入らない状態)場合は､必ず

挿入を中止し､再度A､ Bの順に従って挿入し直してください｡

ワイヤロ-プ挿入は必ず解放レlトを解放した状闇で行ってくださいo

又､挿入したワイヤロープをアンカーフック側に事で押し出し､出たワイヤロープを

手でスムーズに引くことができることを確認してください｡解放レバーを解放しない

場合や､ワイヤロープがアンカーフックに出る前に解放を解除すると､ワイヤロープが

正常な位置を通らず操作不能になり､ワイヤロープが抜けなくなることがあります｡又･

最悪の場合､ワイヤロープがキンクし使用不能となることもあります｡

腰作4　ヮイfEトプのたるみがなくなる欝で･アンカ-フック側(=引つ削出してください｡

引っ張り出す際ワイヤロープは､チルホールに対して真っ直ぐに引いてくださいo

無理な引き出しは､ワイヤロープの損傷や本体の損傷につながります0

引っ張り出したワイヤロープ(アンカーフック側)は､キンク･損傷防止のため､

ワイヤロープリールに巻き取るなどして管理してください｡

-- -:I.)

-tl∴卜∴_∴●･- .-I-I. I-I.

即β ;Tl;ll'L;濫認諾提言CLJll.芸LU這三笠警聖誓警'で甜したので'

/てック操作の喝合

パイプハンドル

パイプハンドルを前進レバーに差し込む際には､根元の抜け止めにパイプハンドルの

①切りかきを合せて差し込み､ ②90度廻して前進レバーからパイプハンドルが外れ

ないようにセットしてください｡

パイプハンドルは､必ずTU-16専用のものを使用してくださいo

実際の作業では､前述の注忘事項と次の注意事項を必ず守り､常に安全な作業を心かけてくださいo



前進レバーとパックレバーを､同時に操作しないでください｡

微動作業以外は､パイプハンドルをできる限り大きく動かしてください｡

9

チJLJホールを連続操作しますと､内部つかみ装置およびワイヤロープが熟を持ち､

いくら操作しても荷が牽引されない現象が発生する場合がおります｡この場合は､

直ちに操作をやめ､内部つかみ装置を冷却するために､ P.1 2の《注油方法〉に従って

付属のTIR Mlグリースを注油してください｡その後で牽引作業に入ってください.



㊨ �8�488H8ﾘ�ｸ7h/��9y�,逢�ﾅ8,�9h,H,Hﾞﾈｼh+X-ﾈ+x,jI�X*ｸ,絢ﾙ7�.�岑*ｨ-ﾘ.x.ｩ�X+x,ﾈ,R��

しないでください○ 

α○ 

先端角度(α○) ��#��90 田R�45l 

E)-プ覗断荷重の低下率(鶴) �3��35 鼎��47l 

ワイヤスリンク(台付けワイヤロープ)は､各種用意いたしておりますので､必要に応じ 

て購入店にご相談くださいo 
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使用後および保管の注意事項l

13

保守点検について

戚1V製品本体(パイプハンドル含む)の腐食･亀裂･変形･操作異常の有無についての点軌

-2,冨諾冨;謡芸芸霊芝雷雲讐盗品三品諾警;CIfLTm以下(廃棄基準'

･-プ外径の測廟

点槍3チルホール本体のボルト固定状態の点胤

頑4安全ピンの切断･亀裂等の有無について､正削､どうかの点検.

上記の保守･点検で異常がございましたら直ちに補修してください｡

作動不良または補修不可の場合には､必ず当社･サービスステ-シヨ>.指定サービス

工場にご相談ください｡

1年に1回以上は､当社･サービスステーション･指定サービス工場にて､オーバーホー

ルまたは保守点検を受ljていただきますようお願いいたします｡


